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平成17年度 医療安全に関するコスト調査  

一 中間報告（案）－  
1．調査の概要  

（1）調査の目的   

医療安全に係る診療報酬として、入院基本料に対する1）入院診療計画未実施減算、2）院内感  

染防止対策未実施減算、3）医療安全管理体制未整備減算－など、既に施設基準が定められ、点数  

化されているものがある。   

一方、医療安全の向上のために1）安全に関する管理体制の充実、2）医薬品の安全確保、3）  

医療機器の安全確保、4）医療安全における情報技術（IT）の活用、5）医療従事者の資質向上  

－といった項目への取り組みの強化が求められており、本調査は、医療安全に関するコストの実態  

を把握し、診療報酬体系における評価の在り方について検討するための資料を作成するとともに、  

今後の医療安全への取り組み方を検討するための基礎資料を得ることを目的とする。   

平成17年度においては、医療安全に関して先進的な取り組みを行っている医療機関等を対象に、  

医療安全を保証・改善させるための活動状況等を明らかにすることを目的とする。さらに、平成1  

7年度調査の結果を踏まえ、医療安全に係るコスト範囲等を確定し、平成18年度にはより幅広い  

医療機関等を対象として、医療安全に関するコスト調査を実施するものとする。  

（2）調査の対象  

○ 病院、一般診療所、歯科診療所、保険薬局を調査対象とする。   

○ 調査対象の選定に当たっては、病院のうち下掲の厚生労働科学研究の調査対象としていない   

規模の病院（300床未満を想定）を10施設程度、一般診療所等も各10施設程度を対象と   

して書面調査を行い、その中から各5施設を選定してヒアリング調査を行う。   

※300床以上の病院10施設程度については、厚生労働科学研究「医療における安全・質確  

保のための必要資源の研究」（主任研究者 今中雄一・京都大学教授）から調査結果を提供  

してもらう予定である。  

（3）調査の実施体制  

○ シンクタンクヘの委託調査とし、当該シンクタンク内に今中雄一・京都大学教授を主任研究   

者とする検討委員会を設けて調査を行うこととする。  
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